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１．はじめに
　言語の音響的性質によって伝わる特徴は、母語話者が最も敏感に差異を感知
する要素のひとつである。人間の音声言語の発達は文字認識より早く、両者は
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概　　要
　「声調弁別 CAI 自習システム」は、日本語を母語とする学生に中国語の声
調を大量に聴取させ、コンピュータが正解を自動判定する自習システムであ
る。声調の習得指導方法として最も優れている点は、音声と視覚的情報を同
時に提示でき、声の高さの変化を図形で表示して、聴覚での音響的な弁別を
視覚からの画像で補強する手法を導入していることである。
　中国語の伝統的音声学習ステップに従い、従来は初習の早い時期に筆者が
導入していたが、数年間の CAI システム利用効果の実証結果、および教室
指導と連動した教授経験から、本稿では CAI システム導入期を再検討する。
データとして、中国語初修一年生35名の学生の、2016年４月時点の CAI 声
調テストと、７月時点の期末試験成績、９月時点の教場声調テストの３つの
試験成績を比較し検証した。さらに、学生の CAI 利用アンケートに基づい
た声調習得プロセスを検証し、学習者を四声範疇化の成功度合により類別化
した。その結果、学生自身の誤答傾向の認知度が高まるのを待って声調練習
を取り入れていくほうがより効果的であることが判明した。
　また、学生への意識調査の分析結果から、教場で行う暗唱課題が学生の自
覚的音声知覚を範疇化へと導く指導法であることを主張する。意識調査の分
析とともに、学生たちがそれぞれの学習段階で自ら異なる学習法を考え、実
践している過程を記述し、教員と学生のインタラクティブな協働学習を取り
入れた音声指導を提唱する。最後に本稿の結果を踏まえ、より厳密な検証の
ための今後の実験プランを示す。
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脳の異なる部位と神経回路を経て認知される。語彙や文法の情報が文字言語で
説明可能なのに比べ、音声情報は物理的素性からなり、その形態を数値や言葉
で説明するには限界がある。言語の音声学的特徴は物理的素性だけで構成され
るわけではない。ことに中国語声調は超音節要素が強く、ピンイン表記が実際
の発音とは異なるのと同様、音符や二次元グラフによる声調の“科学的”可視
化表示も、声調の音声そのものを説明し得ない。孫徳金（2006）は、声調の音
声や音響学的性質に関する研究史［60-110］と、有効な教授法に関する先行論
文を紹介する［338-356］が、しかし実際の教育において現在でも、非声調言
語を母語とする中国語学習者の声調習得には音声面でさまざまな困難が伴い、
発音習得は基本的に模倣にならざるを得ず、身体能力の優劣がものを言うのが
現状である。どの学習の段階の学生にとっても、聴覚からの声調の弁別も、簡
体字やピンインの文字による学習と並行して進むのが望ましい。本稿では、こ
れからの中国語の音声教育のあり方を提案したい。
２．声調弁別CAI 自習システムの紹介
　筆者はこれまで音声面の声調習得を主に、声調弁別に関する誤答特徴に関
し、誤答声調の特色、単語中の音節位置との関連および、単語の親密度の影響
や学習過程での時系列特徴、個人差の特徴について分析を重ねてきた。
　解析で明らかになった初級学習者の声調弁別の全体的傾向および個人的特徴
は、声調弁別 CAI 自習システム（以下「CAI システム」と略す）に反映され、
教室授業と個々の学生に対し具体的助言を与えることにより、声調学習の焦点
化と効率化を促進できた［孫琦 2013: 35］。
　CAI システムは声調弁別の学習の面で多くの利点がある。たとえば、時間
と場所の束縛がなく、いつでもどこでも自習できる点や、学生の練習状況を教
員が随時把握できる点などである。教員が練習状況確認サイトで学生の練習の
進捗状況を確認し、一斉メールで練習を促すことも可能である。また、試験に
は教員の負担が少なく、データを解析すればすぐに学生に助言ができるなどふ
93音声知覚と弁別の間 ─ 声調習得経過からの CALL 再考 ─
つうの教場試験ではできないメリットがある。そして、声調の学習指導にとっ
て最も優れている点は、音声と視覚的情報を同時に提示できる点であるといえ
る。声の高さの変化を図形で表示して、聴覚での音響的な弁別を視覚からの画
像で補強する手法を導入している。図１は CAI システムの「標準課程」の「練
習モード」の画面である。
　このような CAI システムの利点は、学生によい刺激を与え、声調学習の足
掛かりとしての導入方法として有効であることはいうまでもない。CAI シス
テム導入の手順としては、まず、教室の全体授業でクラス全学生に CAI サイ
トを見せ、使い方などについて説明する。そして、実際の問題のやり方を示し、
いくつかの問題を学生に回答させる。このようにして、学生全員に問題意識や
反応などをまず共有させることから始まり、ゲーム感覚で体験させていく。
　CAI システムの用途は「予習」「練習」「復習」から選択でき、「練習」用サ
イトで提示する音声の単語表は、二音節語で、第一音節と第二音節の４種類の
図１　CAI「標準課程」の「練習モード」画面
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声調のすべての組合せの15問で１表になっている。また、苦手の声調だけを練
習する「集中課程」も用意されている。CAI「集中課程」では、それまでの表
の成績に応じて、最適な難しさの表を選択して提示する。そのため、誤答の単
語だけを練習することができる。また、練習用サイトの一部の機能を流用して、
試験用サイトが用意されていて、教員が学習効果の確認や誤答傾向などの分析
にも利用できる。集計した試験結果を解析することによって、練習による向上
の過程などを詳細に分析することができ、声調指導にとって極めて有用である。
３．声調弁別CAI システム導入成果
　筆者の試みている CAI システムを含む CALL 授業が学習効果を上げている
ことは、2016年９月の秋学期に行った声調試験の結果から確認され、CALL 授
業で CAI システムを導入したクラスとそうでないクラスの間に、明らかな成
績の差が見られた。次の表１に示す。
　４月に CAI システムを授業に導入したクラスと未導入のクラスに分けて、
９月時点での声調聴取能力を比較してみた。その結果、４月に CAI 練習サイ
トを導入し、しかも CAI 試験サイトで声調聴取テストを実施したクラス37名
の、９月に行った教場声調聴取テストの平均点は25点（30点満点）で、４月に
CAI 練習サイトのみを導入し、CAI テストを実施しなかったクラス19名の、
９月に行った教場声調聴取テストの平均点は22点である。それに対し、CAI
システムをまったく導入していない二クラス合計76名の、９月に行った教場声
調聴取テストの平均点は19点である。CAI システム導入と未導入のクラスに
表１　CAI システム導入の有無による教場声調聴取成績の比較
CAI 導入クラス（56名）
CAI 未導入クラス
（76名）
CAI テスト実施
（37名）
CAI テスト実施せず
（19名）
声調聴取成績平均点
（30点満点）
25点 22点 19点
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は使用教材が異なっていて、同じ条件での比較とはいえないにしても、同じく
中国語初修クラスとしてこのように明らかな声調聴取成績の差が表れているこ
とは、CALL 授業の効果の表れであるといえよう。
４．アンケートに見る学生の声調習得プロセス
　2016年９月に中国語履修生一年生の合計56名に、教場で声調書き取りテスト
を行った後アンケート調査を行った。以下の質問に対し、学生の自由記述を求
めた。
【声調学習アンケート質問】
　あなたは４月からの中国語声調の学習を通して、自分がどのような点で難
しいと思ったのか、それをどのようやり方で克服しようとしたのか。そのほ
かに声調聞き取りについて考えたことを自由に書いてください。
　その結果、「完璧に聞き取れています。」など、自身が四声範疇化に成功した
と回答する学習者が56名中17名いた。また「３声と２声の区別がまだ苦手」な
ど範疇化の難しい声調の類別を自覚できている学生も12名おり、併せて半数約
52％の学生が日本語環境で約半年間に中国語四声の範疇化に成功しつつあるこ
とが判明した。
　中国語声調の習得は連続的認知から範疇化の過程を経て、中でも３声と２声
は範疇化に時間を要する。中国語圏に留学した L2学習者であっても声調の範
疇化には１年から２年の長時間が必要という調査結果もある［張林軍 2010: 
14］。加えて音程など感覚的要素の知覚は個人差が大きい。しかし、今回の調
査結果は張林軍（2010）の結果より大幅に短時間で、かつ非中国語地域にあっ
ても範疇化が可能であることを語っている。細部の検証は終えていないが、
CAI システムの使用と、暗記課題を含む教室指導の成果といえよう。
　学生へのアンケートで、「（多数の単語の声調を次々聞き取るには）集中力が
必要」「（どの声調だったか）判断する時間がないと難しい」など、範疇化の途
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上にある L２中国語学習者としての感想が述べられていた。
　アンケートの回答を以下の五つに分類し、その一例を紹介する。回答の一覧
表を付録に掲載した。
Ⅰ　四声範疇化に成功しつつある学習者（17名。いずれも成績上位者）
【１】 　なんか意外と発音は耳が覚えていました！四声は多分もう問題ないと思
います。
【２】　自信ない問題が多かったけど、意外とあっておどろきました。
　成績上位の学生は、「聞き取りは大丈夫そう」や「四声は多分もう問題ない」
のように、かなり声調聞き取りに自信がついた学生がいる一方、「違いがなん
となくわかってきた」や「思ったよりできた」といったような声も多く聞かれ、
春学期終了の段階では、まだ声調を耳によって感覚的にとらえていている実態
がわかる。しかし、この時期（９月）のテストとアンケートによって、教員が
このような学生の上達と進歩を可視化して、学生たちが前期の学習成果を実感
でき、後期に向けて中国語学習するモチベーションを上げるようにすることが
大事である。
Ⅱ　範疇化の難しい声調類別を自覚できた学習者（12名）
【３】　２声と３声の判別が難しいです。
【４】　特に３声と４声の聞き分けが苦手な気がします。
【５】 　１と２が間違えやすかった。２の上がる感じが２音節以上になると感じ
にくいので、音程で覚えるようにしていました。
　二音節声調弁別の誤答の中で、もっとも多いのは２声と３声という以前の検
証結果［孫琦 2013: 32］と一致している。３か月学習の進んだ段階でのテスト
とアンケートによって、学生それぞれが自身の誤答傾向を把握し、どこが難し
いかを意識できるようになってきたことがわかった。学習を始めたばかりの段
階（４月時点）では、今まで一度も聞いたことのない音や声調に戸惑い、すべ
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ての声調をまだよく理解できないでいるときに、CAI システムなどを使って
訓練するには限界を感じる。むしろ、教員が次の指導の段階（９月）において、
学生のこのような意識を十分踏まえて、どのように２声と３声が間違いやすい
のかをきちんと学生に説明できるようにしなければならない。そのうえで、
CAI 集中課程を使って、誤答した声調だけを練習させるようにすれば、苦手
の声調弁別を克服することが可能となる。
Ⅲ　声調弁別上達の学習法について言及した学習者。（７名）
【６】 　何度も聞いているうちに違いがわかるようになってきたので、数をこな
すことが大事だと思いました。
【７】 　音読（暗唱）を繰り返す以外の練習はしていませんが、効果的だと思い
ます。
　声調弁別の学習法について、学習者は大きくふたつの感想を持っていた。１
つは、「CD などで正しい発音を聞く」ことで、もう１つは、「自分で声に出し
て発音する」ことである。この２つを組み合わせて学習した学生も多数いて、
特に暗唱の課題を毎回出すクラスの学生は、繰り返し発音を聞くことと発音す
ることの両方をこなしていたことがわかる。１人だけではあったが、４月に全
員に紹介した CAI システムを継続して声調練習に使用した学生もいた。この
ように、声調の指導は、教員がある一定の期間だけに集中して練習させるので
はなく、長いスパンにわたって継続して取り組んだほうがより効果が現れる。
Ⅳ　声調を弁別する際のテクニックについて言及した学習者。（７名）
【８】 　ゆっくりのスピードならある程度聞き分けられるけど、早くなるとわか
らなくなる。
【９】 　集中力が必要だと思いました。まだしっかり意識しないと聞き取れない
です。
　発音を聞いて瞬時に声調を判断できるのは、ある程度上達した段階で、大部
98
分の学生にとっては、声調を聞いてから頭の中で処理する時間を要するのであ
る。一度に大量の聞き取り問題を出すことはあまりいい方法ではなく、一問と
一問の間に時間を置くことも教員に求められる。今回は30問の問題だったが、
「集中力が落ちて、後半が疲れってしまった」といった声も聞かれた。声調弁
別の判断に時間を要することや、テスト前半と後半の集中力に差があるなど、
学生側からの、教場指導に当たるネイティブ教員の気付かない点に対する言及
は、教員としておおいに参考になるものである。
Ⅴ　声調学習と文字学習の関連について言及した学習者。（３名）
【10】　学習済みの単語は、比較的すらっと出てきます。
【11】 　文字と連動して pinyin を覚えるのが一番だと思った。このように何も
無しで聞いた音を分別するのはまだ難しい。
　授業では既習単語でもかなりの誤答があることがわかっているが、学生個人
にとって、よく覚えている単語が声調も正確に記憶していることがあることが
わかった。発音は文字と連動して学習していくのが望ましいが、ただ今回は学
習済みの単語でも誤答が目立った。発音を聞いて、学習した単語の意味の理解
につながっていないのか、学習した単語の声調を忘れてしまったのかなどいく
つかの可能性が考えられる。夏休み明けすぐのテストだったので、習った単語
を記憶していなかった可能性がある。
　以上のアンケート結果をまとめると、次のことがわかる。成績上位の学生が
「聞き取りは大丈夫そう」や「四声は多分もう問題ない」のように、かなり声
調聞き取りに自信がついた学生がいる一方、「違いがなんとなくわかってきた」
や「思ったよりできた」といったような声も多く聞かれ、春学期終了の段階で
は、まだ声調を耳によって感覚的にとらえていている実態がわかる。三か月学
習の進んだ段階でのテストとアンケートによって、学生それぞれが自身の誤答
傾向を把握し、「２声と３声の弁別が難しい」のように、どこが難しいかを意
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識できるようになってきたことが判明した。
５．CAI システム導入時期の再検証
　今回検証するまでは、筆者は声調弁別 CAI システムを学習開始の早い時期
に導入し、CAI システムの聴取成績を上げることに注力していた。しかし発
音を学い始めたばかりの時期に、CAI システムを集中的に投入しても、効果
に限界があることに気づいた。2015年度までは CAI システムの成果を使用直
後の成績によって評価していたが、現在では教場授業とのブレンド型学習での
利用に移行した。理由は、教授経験を通じ、音声感知が混沌状態にある学習初
期の L2中国語学習者は、中国語声調の範疇化はまだ無理と判断したためで、
CAI システム導入時期の分散と延長の検討が必要となった。
　学習を始めたばかりの段階（４月時点）では、今まで一度も聞いたことのな
い音や声調に戸惑い、すべての声調をまだよく理解できないでいるときだか
ら、CAI システムなどを使って訓練するには限界がある。むしろ、教員が次
の指導の段階において、学生のこのような意識を十分踏まえて、どのように２
声と３声が間違いやすいのかをきちんと学生に説明できるようにしなければな
らない。検証のための実験として、以下の３種の試験結果を比較してみた。
　図２は、ゼロスタートの一年生クラス35名の３つの試験（４月 CAI テスト、
７月期末筆記試験、９月声調聴取試験）成績の比較図である。この図から明ら
図２　一年生クラス35名の３つの試験成績の比較
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かなように，４月時点で CAI テストは成績下位でも、総合的学習を経て、声
調弁別能力に成功した学生がおり，彼らの期末筆記試験成績もこの観点を裏付
ける参考となる。
　縦軸はそれぞれの試験成績を100満点に換算した成績である。横軸は、学生
35名の通し番号で、それを４月20日に行った CAI 声調聴取テスト成績の降順
に並べている。太線は CAI 声調聴取テスト成績で、点線は７月20日に行った
期末筆記試験の成績で、細線は９月28日に行った教場声調聴取テストの成績で
ある。
　この図からは以下のようなことが観察できる。
①　CAI テスト成績上位の学生10名のうち、後期に入ってからの９月の声調
テストの成績も上位を保ったままの学生は９名と、ほとんど下がっていない。
「なんか意外と発音は耳が覚えていました。」「聞きとりはそこまでおとろえて
いなかったので安心しました。」のような、四声範疇化に成功しつつある成績
上位の学習者のアンケート結果とも一致している。９月の声調テストは中位に
成績が下がった学生が１名いる（学生３番）。
②　CAI テスト下位の12名の学生のうち、９月声調テストもやはり下位のま
まの学生は７名である。一方、中位に成績が向上した学生は４名いて、さらに
上位に成績向上した学生も１名いた。声調聞き取り能力が向上した５名の学生
に共通しているのは、学習態度がいずれもよいことで、特に４月が下位で９月
が上位になった学生30番は、授業中は最前列に座って、熱心に授業に取り組ん
でいる。学生33番に関しても、９月に声調聞き取り成績がかなり向上していて、
授業中に質問するなど積極的に学習している。
③　CAI テスト中位の13名について、９月の声調テスト成績との相関は少々
複雑になっている。９月には中位から上位に成績が向上した学生は４名で、逆
に下位に成績が低下した学生は４名で、中位のままの学生も５名いる。個々の
学生の学習方法やモチベーションが関係していると考えられるが、さらに詳細
に観察して原因を見極める必要がある。
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　学生に音声範疇化の過程を問うたアンケートの結果、学生がどのような声調
学習の過程を経てきたかを知ることができた。その知見により、CAI システ
ム導入時期の見直し必要だと考えるに至っている。
６．教室授業における音声指導実践例
　中国語の音声学習において、声調のみならず音声連続およびイントネーショ
ンも学習上の難点とされている。音声教育の中では、フレーズや文の流れの中
の超音節要素という点に注目すべきである。各声調の連続変調を含め、単音節
の声調が実際の発音では、「語流音変」（音の連続による発音の変化で、その変
化を中国語では「音変」、または「語流音変」という。）がよく起きる。温宝榮
（2016）は次のように指摘している。
　「単音節の声調が文中では、境界・焦点・連続などによって声調が変化し、
下降したり音階が下がったり変調したりする現象が起こる。（中略）もし学
習初期段階でこの点を強調しなければ、間違ったイントネーションが固定化
して、修正できなくなる恐れがある。
　しかし現在の教材では音声教育があまり重要視されていなくて、初級の子
音母音声調の音声教育にとどまり、中級以降の発音矯正の段階においても、
単母音に限られ、中上級の教材の中には音声に特化した教育内容は皆無に近
い。これも学習者が中上級になっても依然として自然なイントネーションを
発音できない原因の一つである。したがって、イントネーション教育の重要
性を改めて認識して、各学習段階においてイントネーションの練習を重視す
べきである。」（p.324 筆者訳）
　温氏が指摘するこのような超音節的音声指導の必要性を認識し、ここでは、
四声範疇化にむけ、暗唱を例に教室授業の効果について検証する。筆者が行っ
ている暗唱課題を中心とする教室指導がもたらす学生の聴取・発音能力の向上
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効果について紹介する。
　授業中の一斉発音練習を例に挙げると、学生が中国語の音声に興味を持っ
て、主体的に習得に取り組むよう、教員はその発音速度や音色、発音のバリエ
ーションなどの魅力を存分に提供する努力が求められる。中国古典詩やリズム
のよい歌など、中国語特有の韻律特徴をもつ韻文や詩歌を聴取・朗読したりし
て、音声や動画とともに中国語のリズムや音程に浸る教授法もよく提案され
る。筆者が実践している暗唱テストでは、毎週一人ずつテスト後に必ずコメン
トをするようにしている。学生にフィードバックをすることが大事で、教員の
やり方次第で、学生のやる気を引き出したり、落ちこぼれをなくしたりするこ
とができる。この暗唱の課題について、学生がどう感じ、取り組んでいたかを、
2016年度の学期末に行った一年生二クラスの中国語初修学生への意識調査の結
果から紹介する。以下は暗唱課題に対する学生の感想文をタイプ別にした一部
である。
【質問文】
　一年間の中国語暗唱課題を振り返って、あなたの中国語を暗唱する方法を具
体的に記述してください。
【タイプ別回答例】
Ⅰ　翻訳タイプ：日本語訳をまず記憶し、そして漢字とピンインを記憶して、
日本語を中国語に変換しながら暗唱する場合。
【学生Ａ】日本語訳を中国語に変換する動作を何度も繰り返していく。何度も
繰り返しているうちに頭文字などを見たときに言葉が出てくる。
【学生Ｂ】日本語の単語を中国語の発音（カタカナ）に脳内で変換して覚えま
す。その次に漢字を覚え、最後にピンインを覚えます。四声があやふやな
単語が多々あります。
Ⅱ　音声記憶タイプ：繰り返し CD の音声を聞いて記憶し、そして漢字とピン
イン表記を記憶して、最後に日本語訳で中国語文の意味の流れを暗記する場合。
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【学生Ｃ】音読が中心です。すらすら読めるようになったら、日本語訳を見て
漢字の並びを思い出す練習をします。
【学生Ｄ】わかりにくいところは書いて、基本的に音読で覚えます。
Ⅲ　漢字記憶タイプ：特に暗唱テスト成績優秀な学生で、毎週の暗唱の課題に
対して、新出の単語の発音のみを記憶し、あとは文の流れを漢字で記憶して暗
唱する場合。
【学生Ｅ】途中からはこの漢字はこの発音といった感じでわかるようになった
ので、文の流れと新出の漢字のみを覚えるふうにした。
【学生Ｆ】漢字を暗記して、それぞれのピンインを思いだした。
　以上の学生の感想からは、学習段階におけるそれぞれ異なる学習法を自ら考
え、実践している学生たちの学習過程を知ることができる。学期はじめのころ
は、暗唱課題に対して、「一文中国語で読んで覚えるのを繰り返す。声を出す。
音を頭の中で変換するのが難しかったです。英語の場合、音のままの表記なの
でとまどいました。」、「最初は音で精いっぱいで、意味まで覚えきれていませ
んでしたが、今は意味の力も借りながら暗記できていると思います。」と感想
で述べられているように、音声を一生懸命に記憶して、それを忠実にまねて発
音することで精一杯のようである。
　学習が進むにつれて、音声の弁別および発音の力がともに向上し、「覚えた
日本語訳に合った中国文を考えて（漢字とピンインを考える）、一文ずつ教科
書で答えを確認し、覚える（この際はピンイン中心に覚える）。」、「難しい単語
や表現があった時は、ひたすら漢字とピンインを書いて覚えています。」と感
想にあるように、機械的にCDの発音を聞いて音を模倣して暗記する段階から、
新出の難しい表現に対してピンイン表記と漢字で発音と連動させて覚えように
なっていく。
　さらに、「以前はピンイン（音）で文章を暗記していましたが、最近はピン
インよりも漢字を思い出して暗唱するようになりました。」、「個々のピンイン
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の発音に慣れてからは、発音を覚えるのが早くなったように思えます。練習を
重ねるにつれ、音で暗記するのではなく、漢字も頭に浮かぶようになりまし
た。」と書いたように、漢字のみで発音できるようになる、という段階的学習
過程がはっきりと示されている。
　また次に、「会話などは滑らかに言えるように、一文を繰り返し言って覚え
ることで体にリズムを刻ませました。」、「前回のテスト勉強をするときに、自
然と四声が出てきて楽だったし、体が覚えているのだと実感した。」、「何回も
やっているので、口で覚えている部分と頭で訳しながら読んでいる部分があり
ます。」など、暗唱課題を通じて、体に中国語音声のリズムが刻まれたなどの
感想も見られた。
　暗唱の課題をこなす場合、学生が学習のために参照にできる音声は教材付属
の CD のみになっていて、それを繰り返し聞いていることになる。CD の音声
は実際の会話スピードよりかなり遅めで、それでもテストの際に一人ずつ復唱
しているときに、発話スピードの個人差がある。大抵の学生は、発音や声調に
気を付けつつ、慎重にゆっくりと遅いスピードで暗唱に臨んでいるが、実験ク
ラスには非常に自然に近い会話のスピードで暗唱している学生も数名いる（中
には声調が苦手な学生も含まれている）。
　発話スピードの速い学生グループも、いくつか違うタイプに分けられる。
１．発音も正確で、スピードが速く、自然な会話に近い場合。前期から発音の
上達が早く、音声に対して先天的な感性的なものを持っている学生群。
２．発音には本人の独特なクセ（文全体の抑揚、ポーズの置き方など）はある
が、しかし通常の会話スピードで復唱でき、聞いていると違和感があるものの、
会話としてあまり気にならず、特に英語が堪能な学生によく見られるという印
象はあるが、一概には言えない。
３．明らかに不正確な声調が目立つが、それを本人がまったく気にせず、雰囲
気や気合でかなり速いスピードで復唱する学生。本人のあまりの楽しさにクラ
ス全員が圧倒されている印象がある。
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　以上の暗唱を使った試みとその教育効果について次のようにまとめることが
できる。音声の学習は総合学習の中で、文字や意味と関連して習得していくプ
ロセスが大事であることはいうまでもない。そのプロセスのなかでは、如何に
教員が学生により多く音声に触れさせるかがポイントになる。テストの際に一
人ずつ復唱を発表しているときに、発話スピードの個人差がかなりあることに
気付く。実験クラスには非常に自然に近い会話のスピードで暗唱している学生
も数名いることから、異なる速度を聞くことで、自己矯正する能力を養ってい
ると思われる。この教育効果を教員が認識して暗記課題を課し、学生の発表の
場を聴取教育の機会と位置づけることが大事である。
　初修中国語習得に関しては、学生が子音・母音・複母音・鼻音さらに声調と、
限られた授業時間内ですべて把握することは難しい。４月時点のみで声調の聴
取練習やテストを行うのは、期待するような効果につながらない。ある程度単
語や表現の学習に進んで、自ら練習する時間を与え、中国語の音声に慣れ親し
んでもらう時間が必要である。
７．声調教育への新提案と今後の研究課題
　CAI システムは学習効果を学生自身にはっきりと確認させ、学習意欲を起
こさせる有効な教育手段である。声調の弁別もより定着度が増すことで、アン
ケートの感想からも、９月の時点で聞き取れて「自信がついた」といった声が
多数上がっている。検証点は、CAI システムの使用の有無による差、CAI シ
ステム導入時期の違いによる差（前期初めごろのみの導入と前期後期両方の導
入）、さらに暗唱課題の有無による差など、いくつかの項目をあらかじめ設定
し、対象をグループごとに分けてテストを行うようにする。教員が意識的に体
系化した指導法を考案する必要がある。
　新提案は以下３点に集約できる。
（１）CAI システムと連動した教室での声調指導
具体的には学習者自身が「自己モニターストラテジー」を使うよう刺激
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し、声調弁別の「メタ認知型ストラテジー」を育成する指導法。
（２）CAI システム導入時期の分散と延長
連続的音声知覚から範疇化確立には長期間、繰り返しの練習が必要で、
習得の個人差も大きいため、長期スパンでの聴取・発音能力の評価が必
要。
（３）音声コミュニケーション支援の声調指導
超音節的音声の知覚・産出訓練と連動させ、音声コミュニケーションを
成功に導く教育法。
　今後の実験計画として以下を検討している。１）実験群と統制群に分け比較
を試みる。２）同一教材を使用する同一教員の指導による複数の学生グループ
の学習効果を検証する。３）４月だけでなく、９月に入ってからも継続的に声
調学習を行う。
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〈付録〉　【　】は本文中に引用された回答例。
パターン 下位分類 アンケート回答
Ⅰ四声範疇化に成
功しつつある学習
者（17名）
聞き取りに慣れ
て、自信がついた。
なんか意外と発音は耳が覚えていました！四
声は多分もう問題ないと思います。【１】
はじめた時よりは慣れてきたと思います。
聞きとりはそこまでおとろえていなかったの
で安心しました。
聞き取りは大丈夫そう。
完璧に聞き取れてはいます！
春学期の後半は、比較的に聞き取れるように
なったと思います。
四声にはだいぶ慣れてきた気がします。
何度も聞いているうちに違いがわかるように
なってきたので、数をこなすことが大事だと
思いました。
自信はなかった
が、だいぶ慣れ
て、思ったよりよ
く聞き取れた。
自信ない問題が多かったけど、意外とあって
おどろきました。【２】
時々わかりづらいことがあるが、思ったより
聞き取れてよかったです。
発音を聞いたら、なんとなく声調は聞き取れ
るようになりましたが、まだ自分の中で迷う
ことも多くあります。
自信がなかったのがすべて聞き取れたのでよ
かった。
このテストも思ったよりできた（つもり）な
ので、耳を慣らしていきたいです。
Ⅱ範疇化の難しい
声調類別を自覚で
きた学習者（12名）
２声と３声をよく
間違える。
２声と３声の判別が難しいです。【３】
２声と３声よく間違えます。
２声と３声の違いをもっと頑張りたいです。
２を３と聞き間違えるクセがあるようです。
３声と２声の区別がまだ苦手なので、よく聞
き分けられるようになりたいです。
２声と３声は難しいです。
３声と４声が苦手。
特に３声と４声の聞き分けが苦手な気がしま
す。【４】
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夏休みおわってからからは声調３、４区別が
つきません。
３声との区別が難しい。
３声がまだ聞き取りづらい。
１声と２声、１声
と４声の区別が難
しい。
１と２が間違えやすかった。２の上がる感じ
が２音節以上になると感じにくいので、音程
で覚えるようにしていました。【５】
１声と４声の区別がつかないことがありま
す。今後の課題です。
Ⅲ声調弁別上達の
学習法について言
及した学習者（７
名）
正しい発音を繰り
返し聞いた。
何度も聞いているうちに違いがわかるように
なってきたので、数をこなすことが大事だと
思いました。【６】
最初はよくわからなかったが、正しい発音を
聴くうちにわかるようになった。
前期は、単語の声調を CD で覚えるようにし
ていました。
自分で声に出して
発音練習した。
音読（暗唱）を繰り返す以外の練習はしてい
ませんが、効果的だと思います。【７】
「中国語声調聴取システム」を活用して、週に
１回は必ず取り組むようにしていた。自分の
声に出して、音読練習をするようにしていた。
前期で発音を意識して声に出して学習し、克
服できた。
自分で声に出して発音することでより理解で
きた。
Ⅳ声調を弁別する
際のテクニックに
ついて言及した学
習者（７名）
声調の判別には考
える時間が必要で
ある。
ゆっくりのスピードならある程度聞き分けら
れるけど、早くなるとわからなくなる。【８】
早すぎると頭の処理が追い付かないのをなん
とかしたいです。
考える時間がないと難しいです。
自分の頭の中で再生できたときは正解してい
る。
集中力が必要であ
る。
集中力が必要だと思いました。まだしっかり
意識しないと聞き取れないです。【９】
気合を入れて聞くと聞き取れます。
後半耳が疲れてしまいました。
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Ⅴ声調学習と文字
学習の関連につい
て言及した学習者
（３名）
学習した単語の声
調は判別しやすい。
学習済みの単語は、比較的すらっと出てきま
す。【10】
意味が理解できな
い単語の発音の声
調判別は難しい。
文字と連動して pinyin を覚えるのが一番だ
と思った。このように何も無しで聞いた音を
分別するのはまだ難しい。【11】
ピンインと四声を先におぼえて、聞いたとた
ん漢字を書けるようになるまで繰り返しまし
た。
